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意見の概要 意見に対する対応状況 
調査対象地区は、それぞれ違った特徴を持っていることから、アンケ

ート調査票の質問内容は地域別に作成する必要がある。また、調査対

象者も居住者、来訪者、商業者等とそれぞれ違った特徴を持っている

ことから、アンケート調査票の質問内容は調査対象者別に作成するこ

とも必要である。 

居住者調査では、それぞれの地域別・居住地別にアンケート調査票を

作成し、かつ実体験に基づく回答のしやすさを考慮し、高齢者と子育

て世代でも個別に作成した（7 種類×2＝14 種類）。 
来訪者調査、商業者調査でも、質問内容を個別に作成し、ヒアリング

を実施した。 
アンケートでは、地図を用いて各駅から施設までのルートを示しては

どうか。 
来訪者調査では、エレベーターとエスカレーター等の位置を明記した

地図を示しながら、当日の移動ルートをヒアリングした。 
また、居住者調査では、エレベーターとエスカレーターの位置を明記

した地図を添付し、具体的な設備を想定して回答してもらうようにし

た。 
バリアフリー化された駅だけでなく、未整備駅での今後の効果も含め

て検証できればよい。 
整備済のバリアフリー化だけでなく、今後の整備に対する行動の変化

を回答してもらい、未整備での今後の効果も含めて検証した。 
 


